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【学位論文審査の要旨】 
流れの中に柱状物体が存在すると、カルマン渦列による物体表面の圧力変動が双極
音源を形成し、エオリス音と呼ばれる極めて狭帯域の音が発生する。そのような渦と
物体の干渉による音の発生は、流体力学および空力音響学の重要な研究課題の一つで
あり、長年にわたり多くの研究が行われてきた。特に単一の円柱や角柱など基本的な
柱状物体からの渦放出と空力音の生成機構や特性については、レイノルズ数の広い範
囲にわたって実験的研究や数値シミュレーションによる詳細な研究がなされている。
しかしながら、複数の物体が存在すると、渦列配置の選択性や渦列間の同期現象など
の複数物体特有の力学現象が絡むようになり、空力音の予測もかなり複雑になる。 
本論文は、2 角柱が横列配置（流れに直角に配置）されたときの角柱列をすぎる流
れを対象として、それぞれの角柱の後流に発達する渦列の同期現象の機構解明と渦放
出に伴う空力音の特性について低騒音風洞を用いて実験的に調べ、さらに、空力音を
低減するためのパッシブ制御を試みている。以下に、本論文の主な成果を要約する。 
１）まず、2 角柱の実験の基本となる様々な断面アスペクト比（AR=0.3~4.0）の単
一角柱からの渦放出と空力音の特性が調べられ、アスペクト比 AR=0.75 で音圧レベル
（SPL）が最大となり、遠方音場の圧力の２乗平均値が流速の 6 乗とストローハル数の
2 乗の積に比例し、その比例定数が AR>0.5 の範囲でほぼ一定の値をとることが示され
た。 
２）次に、アスペクト比が少し異なる横列 2 角柱を間隔比 L/d =3.6、4.5、6.0 のそ
れぞれで設置したときの渦放出の同期現象が詳しく調べられた。正方形断面の 2 角柱
の場合には、L/d =3.6 および 4.5 において 2 角柱から逆位相の渦放出が生じ、その結
果、四重極音に近い音が放射されることが示された。角柱の一方を断面アスペクト比
が少し異なる長方形断面柱に換えると、角柱の間隔が小さな L/d =3.6 の場合には正方
形柱（AR=1）と 1≤AR≤1.5 の角柱のペアに対して、角柱の間隔が少し広い L/d =4.5 の
場合には正方形柱と 1≤AR≤1.2 の角柱のペアに対して、渦放出の同期現象が起きること
が見出された。ただし、アスペクト比が異なる 2 角柱の場合には、同位相の渦放出が
起き、その結果双極音源が形成されることも示された。 
３）さらに、正方形断面の 2 角柱をすぎる流れにおいて、角柱背面に小さな薄板（ス
プリッタプレート）を装着することによる音の低減効果が調べられた。四重極に近い
音源を形成する場合（L/d =3.6）では、角柱一辺の 1/10 の長さの薄板を角柱背後に付
けるだけで、渦形成が制御され、音圧レベルが顕著に減少（50 m/s 時で 10dB 程度）
することが見出された。従来このような短い薄板の装着は単一柱では効果が全く期待
できないことが知られていて、2 角柱の場合に見出された薄板の騒音低減効果は特筆
すべき結果である。 
以上のように、本論文は、流れの中に置かれた２角柱からの渦放出の同期現象やそ
れに伴う狭帯域の空力音放射の解明と制御について新規性に富む結果を与えており、
博士（工学）の学位を与えるに十分である。 
（最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外
の多数の教員による質疑討論を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連分
野に関する試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門分野について
も十分な学力があるものと認め、合格と判定した。 
